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1980年の秋，栃木県下の1養殖場でニジマス（SαgmOgαゴγd㈲βサ■g）に激しいセロイド癌を伴う栄  

兼性ミオパチーが発生し，筆者らはそ秒病魚の病理細緻学的知虜から，その発生原因として飼料中  

の変敗脂燭が聞耳していることを推察した（撞灘lら，198i）。今軌上記の知見に基づいて生残し  

ていたニジマスにビタミンEを主成分の1っとする製剤筍の飼料添加物を投与して，実験的に治療  

一冷栃木蝦水魔前験場（TocbigiPl・efecturalFisberie§ExperimentalStation）  

…貰郡乳∴石川脾牒庁（IsllilくaⅥ7a王）refecttlralOffice）   
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と回復め効果を確めた。以下，タさ験結果の群射附こついて述べる。  

材料および方法   

1，供拭魚：供紙魚は第Iy報（鶴田ら，博8りに群述したように，i980年の10月から19Bi年の3月  

にかけて栄養性ミオパチーのため大漁粘死を蝕した養殖ニジマスのなかの生残魚である。生残魚は  

1981年Ⅰ月から栄養牲ミオパチーの原因と推察された配合飼料（C社製）にかえて，N礼典の配合  

飼料で飼育した。その間に弊死魚数もlヨを追って漸減し，生残魚の成長も若干恒l復の兆を示した。  

そこで摂矧塗の高まったう月から6月にかけて，生残魚群から200尾を任意にとりあげて，総合ビ  

タミン剤または，ビタミンE単独の投与等による治療と回復実験碇棋した。供爾漁闇平均体麓約  

1うOgの2才魚である。  

2．実験区：供統した飼粧添加物はいずれもE社胆の水溶性総合ビタミン剤（以‾1ごP■腑W）とビ  

タミンE油溶剤（以下U…0）であり，飼料はN社製のニジマス用配合飼料を用いた。なお，配合  

飼料中の含有ビタミン類等の分析は行っていない。本来験には次に述べる3実験償と2対照区を設  

けた。   

第il茎：水のみ飼料のう％盛添加。   

第2】g：魚体虞Ikg当りP－Wの0．6gをiO日間通釈投与し，その後，P－Wの0．4gを隔日で20日  

剛受与。   

第封g：魚体蓋1kg当りP叩Wの0．4gを30日間遵続投与。   

第づ・l夏：第う区の対照として，トリメチレングリコール（特級）のみ飼料のう％段添加。   

第5‡夏：飼料100g当りビタミンE跡投与盛が30mgとなるようにU岬0をトリメチレンゲリコー  

ルで希釈して投与。   

各l真の供祇魚数は40尾で，101112の角地に毎秒l．鋸の線条地下水（水温1うOc，Ⅰ）昆6．2，DO10．2pl）  

ⅠⅥ）を注入して飼育した。飼育婚汀‡．胃は1981年り］8日から6月71≡lのiケ月間で，投餌率は放基菰  

蟄の1．0％應である。   

変貌開始にあたり，生残魚群から任意のう尾を採取し，楽観吾射釧寺対照として常法に従って病理  

組織学的検索に供した。また，実験終了時点で，全仇紙魚の体麓を測定した後，各ぼよりう尾づっ  

任意に採放してlう％ホルマリン水で固定し，常故に従って病理組職渾的検索に供した。  

結  果  

飼 育 結 果   

lケ月間の飼育結果はTablelに示す通りで，第1i夏から第う区の供就魚の増蛋率はそれぞれ，  

1う0，157，】6う，lう8および176％であり，ビタミン剤とトリメナレンコールを投与した魚仰のほう  

が配合飼料牒劇投与区の魚に比べて戚妓の層接が良かった。  

病理組織学所見   

1．ミオパテー  実験開始時対照区おはび今桓‡の全実験i真の供紙魚のいずれの個体にも！ヨ色好線  

維の大′ト不慮がみられた。しかし，明醸なミカ・パチ岬の発現はなかった。  

2．セロイド症  セ‡コイド沈着は肝臓，脾臓，腎臓逓血潮灘などに起こり，その程度は変化に笛   
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むものの，ほぼ全ての供訊魚にみられた将 ▼セにイド症の極度は肝臓で最も変化に省み，そのうち軽  

微から極度の症例では，洋欄馴鹿内セーコイド沈着は軽微で仁肝粟贋中にセロイド沈着を示すマクロフ  

γ－ジが散在するのが特徴であった（Fig、1）。セ【コイド症が中等威から濃度の症例では，ビタミ  

ン剤の投与倒と非投与例の問でセ王ユイド沈潜の状態が取っていた。つまり，ビタミン剤非投与の，  

実験開始対㈲丞：，第Il式および第引去の症例ではセⅧイド沈着は旧制服胚に轍者で，セiコイド沈着  

を示すマクIJフγ－ジがjけ実質一回こ散在するとともに血管および胆管周脚に小幾塊を形成していた  

（Fig．2）。それに比瞭して，総合ビタミン剤を没零した第2区と節3区の症勃では肝細胞内セーブ  

イド沈着は軽度であるが，セ【Jイド会食のマクロファー予の関税が顧儲で，肝実質i科こ散在すると  

ともに，脈管系周囲に大小の集多伎を形成して髄綴していた（Fig．う）。ビタミンE那勅受与の第う  

ぽの症例では，肝鰍泡内セIJイド沈着が政潜であモ），また，セー一∫イド夜食のマクロファージの反応  

は対照l系：のものに比べて燈れているが，総合ビタミン剤投与屠Ⅵものに比べるとやや劣っていた  

（Fig－4）。ただし，上記のセ11イド沈着む起こした肝羞恥泡に踵番な核変性はみられなかった。   

脾臓と造血組織ではセ‖イドはマク箋コファージに食食されて沈潜していた。それらの程度は個体  

的に肝臓のセlブイド症の撞度とほぼ相聞的な傾向がみられた。また，肝臓や脾臓などでのセロイド  

痛が瀕しい症例に限り，心臓心筋蘭灘や消化管筋層の∧、1硝；－拡線紬こも軽微なセ日イド沈潜がみられ  

た。  

3．血鉄索およぴメラニン沈着  血鉄衆の沈着は脾芦…縫のマターニ∫ファージに食食されたものがみ  

られたが，その出現状灘闇蘭瀾であった。メラニン沈着は脾臓と造血組磯粟明此れており，その程  

度とビタミン剤投与との供闇はみられなかった。   

上記の嫡理組織学的湖見は′1、al〕1e2にまとめた。  

考  察  

栄養性ミオーパチー 瀕死状態に陥った病魚の特徴は体側筋組織のミオバナー，内蔓幾でのセ！コイド   
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症，血鉄索痘およびメラニンの沈着であった（窪田ら，博81）。それに対して，今回の実収に供し  

た生残魚は瀕死状態以前のものであ針∴隠哩組織学的にはミオパチ【と血鉄索癌を欠いており，セ  

ロイド痛が重病徴であった。以上の事実から，変敗脂質を掛没したニジマスは蜜ずセ・ブイド綻を起  

こし，■ついでミオパチーと血鉄窮動こ進展して弊死に至ると維解される。今回の総合ビタミン剤尊  

を用いた治療実験は上記のセロイド症の段階の病魚に対して行ったものである。治療実験の練熟  

配合飼料のみを与えた魚よりも総合ビタミン琴を添加，投与した区の魚のほうが憎麓率は高かっ  

た。また，セーコイド症とミカーパチ柵の防止に有効と言われるビタミンE（jJり1ニ，i973，軌三き∨‡ら，  

i98り について，その飼料100g当りの11‡川乙均投与放と増益率ほ次のようになる。ビタミンE約  

王ヨOmgを含む総合ビタミン剤を投与した第2ぽの増憾潔咽，】57％，わ那60ま墨gを含有する総合ビタ  

ミン剤を投与した第う区の相磯率ほⅠ6う％であった。これらの区では，魚の肝臓のセlブイド辻㌫はセ  

ロイド穿食細胞が顧蘭庭甘閲する特徴を示し，これは－kロイド沈潜のため陣審を受けたJけ細胞をマ  

クーコファージが食食処理した状態と理解される。このように∵且沈着したセlコイ1ごはビタミン粕の  

大嵐投与でも消失することはないが，大数のビタミンEを含む総合ビタミン剤の投与がマタlコファ  

ージを活性化すると仮定すれば，マクロファージの会食処理によりセ1コイドを生体中でl霧離し，無  

寒な状嬢におきかえることもできることになる。   

節5展では飼料100g当りのビタミンE投与数は30mgであるが，増蓋率は176％と高かった。こ  

れはビタミンEの漆調剤としたトリメチレンゲリコ〝ルが勲原となって鳩麓率を高めたためと考え  

られる。また，肝脳搬セロイド症ヰ）上記の第2‡夏と第3【夏の症例に比撤してマクーJプァ【－ジの反応  

がやや劣っていた。以上のことから，セtコイドのプj塗審化には高濃度のビタミンEを含む総合ビタミ  

ン剤の枚方が濃密と貰える。   

‡lま均体盛約140gの健康魚を月帥、た飼育実験（飼育期間21i≡‡，給餌率1．93％，Jlえ均水温約1㍗C）  

の結果では，魚の増麓率は270～う20％にも適している（栃木水洗，未発表）。この飼育実験と今恒1の  

治療実験とは条件が異なり，厳療な比較検肘闇できないが，栄養灘ミオパチーの病魚の増麓率の低  

さは否定できない。この事突からも栄線性ミオパチー の発生予防が肝饗と言える。栄養性ミオ●パチ  

ーiこ陥ったニジマス病魚の成長回復に必紫としたビタミンEの投与幾は飼料00g当り130～160mg  

であり，ニジマ スの密敗脂肪中森症の判特級とされている10mg（Ⅵ7ÅTÅNÅBE，β£αg．，1981）より  

もはるかに商い値である。栄養性ミオパチーの病魚の成長回復には総合ビタミン剤の大鹿投与が有  

効であるが，病理組織学的にみるとセーコイド嬉などの根本的な治療効果はさらに長期慨な実験をし  

なければ判断できない。栄適性ミオパチ鵬の対策には飼料の変敗防止とビタミンEの投与（鎌田  

ら，198l，宮嶋ら，1981）などを実施することが最良の方策と言えよう。  

本研究を進めるにあたり，ビタミンEおよび総合ビタミン剤の供与を賜ったエーザイ株式会社に  

傑糾します。  
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